
住民の声
お寄せいただいた「住民の声」を紹介します

小中学生に日本文化体験をさせてほしい

〔回答　子ども課〕

　　本町では、本年度から地域と学校が連携・協働していく「ばんげコミュニティ・
スクール」が始まりました。その中で、地域の方々に学校へ来ていただき、郷土の歴史
や昔遊び、竹とんぼづくりなどの支援をしていただく事が予定されています。また、郷
土理解学習の副読本を利用した「坂下学」の授業をとおし、自分の町に対する理解を
深め、誇りを持てるよう努めております。
　現在、町内の小学校ではクラブ活動で茶道に取り組んでおり、今後コミュニティ・
スクールや、学校行事の中で、浴衣の着付けなどの日本文化につきましても、体験す
る機会を作っていけるよう協議していきます。
　今後も様々な活動や体験をとおして、「生きる喜びを育む教育」を家庭・地域と連
携しながら進めてまいります。

令和３年中に町民の皆さんからいただいたご意見を掲載します。
お寄せいただいたご意見は、今後の町政運営の向上に役立ててまいります。

　　他市町村では、小学生が琴、茶道を学ぶ機会があるそうです。会津坂下町の子ど
もにも日本文化を体験させ、心を豊かにして欲しいです。学年行事や放課後を利用し
て、希望者だけでも自分で浴衣を着る練習などさせたらよいのではないでしょうか。

問

答

〔回答　教育課〕

早いもので今年も残すところあと僅かとなりました。いつに
もまして今年はあっという間でした。

町長に就任してから、地域を想う若者の情熱を感じられる機
会がたくさんありました。例えば７月の御田植祭で奉納された
早乙女踊り。会津農林高校の生徒さんが、真剣なまなざしで踊っ
てくれました。生徒さんにお話を聞くと、町外から通っている
子も多くいるそうです。若者が会津坂下町のために一生懸命が
んばっている姿に大変感動しました。やっぱりこれからは未来
を担う若者が主役になってまちづくりを進めていくべきなんだ
なぁ～と、あらためて確信しました。

お父さん、お母さん、おじいちゃん、おばあちゃんも若い人に負けないように元気にが
んばりましょう！私もそば打ちだげは若い人に負げらんに！！

ばんげの未来を耕します
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話題まちの
農業委員会が令和４年度
意見書・要望書を提出

１１月２９日、農業委員会会長、職務代理者、農
政班長、農地班長が町を訪れ、令和４年度町農業
施策について、町と議会に意見・要望書を提出し
ました。

成田嘉孝会長は「コロナ禍での市場低迷や米価
下落の中であっても、持続可能な農業構造の確立
と地域農業活性化を図っていただきたい。」と述
べられました。

東北電力ネットワーク株式会社
会津若松電力センター様が街路灯を寄贈

１１月１５日、東北電
力ネットワーク株式会社
会津若松電力センター様
から街路灯（LED防犯灯）
および取付バンド１０組
をご寄贈いただきました。

所長の髙橋康明様は「地域社会の明るい街づく
りに向けた取り組みの支援により、安全・防犯の
面で貢献したいとの思いから街路灯寄贈を実施し
ております。」と述べられました。

株式会社あいづダストセンター様が
ワンタッチテントを寄贈

１１月２６日に、株式
会 社 あ い づ ダ ス ト セ ン
ター様からワンタッチテ
ント１基をご寄贈いただ
きました。代表取締役副
社長の藤田浩二様は「地
域の皆さまのおかげで、会社設立５０周年を迎え
ました。皆さまへの感謝の気持ちとして寄贈させ
ていただきました。」と述べられました。

除雪機械安全運行祈願祭
および出動式挙行

１１月１９日、会
津坂下町防雪サブセ
ンターにおいて除雪
機械安全運行祈願祭
が開催され、この冬
の除雪作業の安全を
祈願しました。

また、祈願祭の後は、町除雪作業員による除雪
車の点検および車両の試運転を行う出動式が行わ
れました。

今年度も、降雪時の安全な道路の確保に取り組
んでまいりますので、ご理解とご協力をよろしく
お願いします。

令和３年度東北地区社会教育委員
連絡協議会表彰伝達式

町社会教育委員長の齋 康德さん（新栄町）が、
永年の社会教育活動への功績に対し、東北地区社
会教育委員連絡協議会表彰を受賞しました。

これは東北地区社会教育研究大会において表彰
式が行われているもので、今年度は新型コロナウ
イルス感染症の状況を鑑み、１１月２４日に教育
長からの伝達表彰式となりました。

『外国人向け防火講座』が実施されました
１１月２１日、会津坂下消防署にて、武藤雅之さん（会津坂下消防署

消防司令補）、石橋英子さん（福島県国際交流協会員）を講師に、外国
人向け防火講座が実施されました。

講座には８名の町内居住外国人
（国籍：ベトナム）が参加し、緊急
通報や消火器の使い方、煙の中から
の避難方法などを学び、有事に備え
た貴重な体験をすることができまし
た。

▲「火災が起きたら『１１９番』」など、火事につい
ての基礎知識と日本語について学びました。▲実際に消火器を使った訓練を行いました。
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